
９月２７日 １年Ｂ組が国語の研究授業で 

成長をアピールしました！ 

 

１年Ｂ組が国語の授業を公開し、４月からの成長をアピールしました。 

教材は『大人になれなかった弟たちに……』（米倉斉加年作）。ひもじさに耐え

きれずに大切な弟のミルクを盗みしてしまった主人公が、栄養失調で死んでし

まった弟の死について語る場面を学習しました。 

生徒たちは４月からこれまでに身に付け

てきた言語操作を駆使して、主人公のつら

さに迫りました。言葉や表現を大切にして

学習を進めてきた成果は読み取りの力とな

って確実についていました。とりわけ一つ

の着目だけで判断するのではなく、二つ以

上の着目点を関わらせて発言する姿に大き

な成長が見られました。 

授業を参観してくださった指導者

からも、「予想以上にレベルの高さを

感じた授業だった。すばらしい」とい

う評価をいただきました。読み取りの

力だけでなく、発言の仕方、一人読み

ノートの書き方、辞書を引く積極性な

どにも多くのお褒めの言葉をいただ

きました。２年生までまだ時間はたっ

ぷりあります。もっともっと力を付け

てさらにレベルアップした２年Ｂ組

に成長しそうです。 

 

 

９月２７日    電子ピアノ４台が寄贈されました 
 

旧釜戸中学校の校舎を含む施設設備を購入した豊田市の司企業株式会社様と、

その仲介を務めた十六銀行豊田支店様より、電子ピアノ４台を瑞浪北中に寄贈

していただきました。その寄贈式がこの日会議室で行われ、生徒代表として前期

当日の１年Ｂ組の授業の様子 

黙々と一人読みに取り組みます。 



合唱委員長の３年建島栞菜さんがお礼の言葉

を述べました。 

企業の方々は、電子ピアノがどのように活

用されるのかをご存じありませんでした。生

徒たちが日常生活で合唱に力を入れているこ

と、合唱を作り上げる時にパート練習から取

り組むこと、その時に電子ピアノが大変役に

立つこと、そして、１２月には文化センター

を借り切って合唱発表会を開催することなど

を説明したところ、大変興味を持ってくださ

ったようでした。 

学校とは無縁の企業と、電子ピアノが結び付けてくれた縁となりました。 

 

 

 

寄贈式の記事が２８日の岐阜新聞に掲載されました。 


